
新春恒例の飛騨市消防出初式が
１月８日に開かれました。
各地域の消防団員や消防職員な
ど約300人が出席し、防火防災へ
の決意を新たにしました。
今年は神岡消防署から神岡町内
を通り神岡振興事務所までの約
２㌔を、消防音楽隊を先頭に分列行進し、神岡方面隊梯子組による梯子乗り、神岡江戸木遣保
存会による木遣りの披露がありました。消防団員らの勇姿に、市民から大きな拍手が送られまし
た。その後、神岡町公民館で式典が開かれ、消防活動に功績のあった団員やその家族が表彰さ
れました。
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岐阜県消防協会長表彰

飛騨市消防協会長表彰
【功績章】

【勤労章】

飛騨市消防団長表彰
【優良団員章】

【永年勤続功労章】

岩　野　匠　朗
中　村　篤　志
中　屋　英　明
山 小 瀬 　 和 仁
山　下　公　司

神岡方面隊第２分団
古川方面隊本部
河合方面隊第２分団
宮川方面隊本部
 飛騨市消防本部

他５人

田　家　和　浩

岡　田　恵　一

和　田　直　也

小　坂　     功

神岡方面隊本部

古川方面隊第２分団

河合方面隊第１分団

宮川方面隊第３分団

他22人

長　原　    学

石　原　哲　夫

山　腰　博　隆

神岡方面隊第２分団

古川方面隊第４分団

河合方面隊第２分団

他21人

和　仁　幸　弘

井　畑　仁　志

岩　佐　 弘

荒　木　昌　平

神岡方面隊第１分団

古川方面隊第１分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊第３分団

他27人

若　田　康　寛

板　橋　茂　穂

吉　本　翔　剛

松　永　宗　憲

神岡方面隊第２分団

古川方面隊自動車分団

河合方面隊第３分団

宮川方面隊第３分団

他19人

岡　田　明　大

中　切　裕　貴

中　畑　和　弘

山　口　雅　良

神岡方面隊第２分団

古川方面隊第３分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊第１分団

他37人

西　谷　百　太

渓　上　慎　二

沖　　　真二郎

村　上　　　誠

稲　垣　　　明

神岡方面隊第２分団

古川方面隊第２分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊第１分団

飛騨市消防本部

他45人

【勤労章20年】

島　田　賢　一

永　田　　　誠

柏　木　俊　和

道　上　　　誠

神岡方面隊第３分団

古川方面隊第５分団

河合方面隊本部

宮川方面隊第１分団

他15人

【勤労章15年】

山　本　義　浩

井 谷 直 裕

勝　田　義　篤

神岡方面隊第１分団

古川方面隊第１分団

河合方面隊第１分団

他11人

森　腰　勝　彦
古　田　一　也
倉　     誠　志
秋　田　智　広
田　近　雄　一

神岡方面隊第２分団
古川方面隊ラッパ分団
河合方面隊第２分団
宮川方面隊第１分団
飛騨市消防本部

他６人

茂　利　岳　則
中　村　     勝
古　井　達　治
山　下　譲　太
坂　上　裕　志

神岡方面隊第３分団
古川方面隊本部
河合方面隊本部
宮川方面隊第３分団
飛騨市消防本部

他35人

神岡方面隊第１分団
神岡方面隊第２分団
神岡方面隊第２分団
神岡方面隊第２分団
神岡方面隊第２分団
神岡方面隊第３分団
神岡方面隊第３分団
古川方面隊女性分団
古川方面隊第３分団
古川方面隊第３分団
古川方面隊第３分団
古川方面隊第３分団
河合方面隊第２分団

大 橋　由美子
井　上　純　恵
三　井　麻衣子
向　本　真理子
森　腰　恵　子
小　林　茉莉絵
松　山　敦　子
板　屋　和　博
中　切　麻奈美
北　野　江里子
沖　村　か　な
八ツ藤　晴　香
中　畑　さとみ
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地域との連携企画の紹介
岐阜県立飛騨神岡高等学校

岐阜県立飛騨神岡高等学校創立20周年

th
Since1997 Anniversary

　12月９日（金）吉城高校の生徒会役員を本校に招き、生徒会同士の交流会を開きました。交流会に参加したのは吉城高校
の生徒会役員７名と本校の生徒会６名。文化祭や生徒会役員選挙など、生徒会行事の運営方法などについて情報や意見を
交換したり、飛騨市の高校として両校が協力して地域に貢献したりアピールできることは無いかなどを議論しました。話し合
いの中で今後協力してできそうなことも見つかり有意義な時間を過ごすことができました。

　12月11日（日）総合会館で開かれた飛騨市の建築・まちなみを残す会主催の『もくチャレ！』に本校と吉城高校の生徒が参
加し両校それぞれが木製ベンチの制作にチャレンジさせていただきました。参加させていただいた本校の生徒は、地元企業
の内定者や、建設・木工系の大学や各種学校に進学が決まっている３年生の５名。会場へ駆けつけてくださった都竹市長さ
んの質問に「難しいけど本当に楽しいです！」と笑顔で答え、昼食の時間も忘れて真剣に取り組んでいました。指導をしてく
ださったのは現代の飛騨の匠、荒木昌平さんと原大作さん。事前の入念な下準備と丁寧な指導で、飛騨の家具らしく金具を
全く使わない骨太で温かみのある素晴らしいベンチが完成しました。完成したベンチは後日、飛騨市内の老人介護施設へ
寄贈しました。

　同日、神岡図書館で市内の読書会の皆さんと本校文芸部の生徒が「課題図書」をもとに交流。俳句などを通し本校の文
芸活動を知ってもらうとともに、地元の方々と交流を深めました。
　「春や春(森谷明子著)」と「17音の青春(神奈川大学)」を課題図書とし、事前に読んだうえでの交流でした。「春や春」は
俳句甲子園に臨む高校生を描いた物語で、本校の生徒たちの姿とオーバーラップする作品です。一方、「17音の青春」は本校
の生徒の作品も多数掲載されている句集で、この二冊を題材にして文芸活動について、また俳句・短歌に関することなど幅
広く交流することができました。最後は参加者全員が俳句を一句ずつ披露しあいました。
　参加してくださった一般の皆さんも文芸部の生徒たちの活動に感心してくださり、生徒たちも自分たちの活動を知ってい
ただくことによって誇りが持て、とても楽しかったようです。この企画も今後定期的に行いたいと思っております。

地元高校は地域の活力！飛騨神岡高等学校ホームページ
http://school.gifu-net.ed.jp/hidakami-hs/
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